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修繕計画について
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平成19年4月に制定された国土交通省「長寿化修繕計画
策定事業補助制度」（策定期限は平成23年度末）の後押し
を受けて，都道府県や政令指定都市クラスの計画策定は概
ね終了している。地方自治体が管理する施設の割合は極め
て高く，続く市町村レベルでは財政・人材的な余裕が無いこ
とから対応に遅れがある。

佐賀県を含む県内の地方自治体が管理する橋梁の長寿
化修繕計画策定の現況を報告する。行政区域内の地勢と
国県道網の配置等に応じて自治体に合った計画を策定する
ことの重要性を認識して頂きたい。

管理対象施設は道路の橋梁だけではなく多岐にわたるこ
と，将来人口の推移が戦略的対応のキーとなることに留意

願いたい。

目 標



3

基本的には，県内市町村は佐賀県のシステムを参考にし
て計画を策定している。

佐賀県：平成21年度に「佐賀県橋梁長寿命化修繕計画
（15m以上）」を策定済み
平成23年度に「佐賀県橋梁長寿命化修繕計画
（15m未満）」を策定中（平成24年9月見込）

県内市町村：平成22年度以降，順次策定／策定中

基本的には佐賀県の手法を踏襲。
一部市町村は全橋長を対象に，残る市町村は
15m以上と未満を年度を分けて策定。

橋梁長寿命化修繕計画策定意見聴取者として，一部市
町村の計画策定に協力。地域の特徴と規模に応じて独自
な対応を加える（テーラーメード）ことを助言。
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長寿化修繕計画のイメージ長寿化修繕計画のイメージ長寿化修繕計画のイメージ長寿化修繕計画のイメージ

評価は少なくとも評価は少なくとも評価は少なくとも評価は少なくとも５年後５年後５年後５年後



5

■国と地方自治体

■佐賀県の対応状況

■市町村の対応事例

■まとめ

説明の流れ
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国と地方自治体

基本的に国と地方自治体の社会基盤整備の視点に基本的に国と地方自治体の社会基盤整備の視点に基本的に国と地方自治体の社会基盤整備の視点に基本的に国と地方自治体の社会基盤整備の視点に
違いがあるが，地方自治体の管理シェアが極めて高違いがあるが，地方自治体の管理シェアが極めて高違いがあるが，地方自治体の管理シェアが極めて高違いがあるが，地方自治体の管理シェアが極めて高
く，管理対象も広い。く，管理対象も広い。く，管理対象も広い。く，管理対象も広い。
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国と地方自治体の社会資本整備の違い

空港･港湾

高速道路
一般国道一般国道一般国道一般国道
防衛施設
一級河川
ダム

県市町村道県市町村道県市町村道県市町村道

小規模河川
上下水道
地域公園
学校（小中高）
公民館・市民会館

広域的広域的広域的広域的 地域密着地域密着地域密着地域密着

住民の生活に直接的に関与

地方自治体国

国としての視点
住民の生活に間接的に関与



8



9



10



11



12



13



14



15



16



17



18

佐賀県の対応状況

長寿化修繕計画長寿化修繕計画長寿化修繕計画長寿化修繕計画



19

面積： 2,439.65km²

総人口 ：843,916人 （推計人口、2012年7月1日）

佐賀県

10市

10町村
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http://www.pref.saga.lg.jp/web/kurashi/

_1261/kk-douroseibi/_29466.html
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http://www.pref.saga.lg.jp/web/kurashi/_1261/kk-douroseibi/_29466.html

【15m以上橋梁】
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減点法減点法減点法減点法

４区分４区分４区分４区分
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２次放物線２次放物線２次放物線２次放物線

佐賀県の劣化予測モデル佐賀県の劣化予測モデル佐賀県の劣化予測モデル佐賀県の劣化予測モデル
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佐賀県の長寿命化修繕計画

（橋長15m以上）

の実績（平成23年度末）
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佐賀県の長寿命化修繕計画

（橋長15m未満）

の検討状況（平成23年）
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【15m未満橋梁】

平成平成平成平成24年年年年 月月月月
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点検の対象

路下の部材：代表径間（最も損傷の著しい径
間）を選定

路上の部材：全径間

定期点検内容

当初は15m以上点検マニュアルにおける点

検の項目を削減したバージョンであったが，
26項目の損傷確認と特定損傷（アルカリ骨材

反応と塩害）を復活。

概略点検マニュアルの作成
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県内の市町村は県が定めた15m以上点検
マニュアルに従って先行して15m未満の橋の

点検を行っている。

異常時点検（地震や異常気象など）の結果も
点検データベースに加える。（15m以上点検

マニュアルも併せて改訂）

ボックスカルバートの扱い（点検上の上部工，
下部工の区分設定，構造が単純であるので，
けた構造とは別の構造としての取扱い）
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スパンスパンスパンスパン15m未満の橋梁の現況未満の橋梁の現況未満の橋梁の現況未満の橋梁の現況
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短い橋長に短い橋長に短い橋長に短い橋長にRC橋橋橋橋

極短橋長でﾎﾞｯｸｽ極短橋長でﾎﾞｯｸｽ極短橋長でﾎﾞｯｸｽ極短橋長でﾎﾞｯｸｽ
ｶﾙﾊﾞｰﾄｶﾙﾊﾞｰﾄｶﾙﾊﾞｰﾄｶﾙﾊﾞｰﾄ
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異なる重みでの点検と健全度確認異なる重みでの点検と健全度確認異なる重みでの点検と健全度確認異なる重みでの点検と健全度確認
（第（第（第（第3者被害対応）者被害対応）者被害対応）者被害対応）
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形式不明が多い形式不明が多い形式不明が多い形式不明が多い

要注意（耐震性，阻害因子，損傷）要注意（耐震性，阻害因子，損傷）要注意（耐震性，阻害因子，損傷）要注意（耐震性，阻害因子，損傷）
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93.3％％％％

35橋（橋（橋（橋（2.1％）％）％）％）
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検討した区分

・構造形式区分

・部材区分

・塩害対策区分

・交通量区分（N1～N7)

架設年次不明が71％もあり，500橋のデータ数

で経過年数と件全土の傾向を明確に把握そる
ことが難しい。
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構造形式ごとに寿命を設定し，二次曲線の劣化予
測式を与え，寿命をLCC算定期間として計算する。

寿命の設定は，一般的には50年あるいはその2倍と

されることが多いが，国総研の資料を参考に，橋が
100年，ボックスカルバートはその1.5倍の150年と設定。
ただし，鋼橋の主構は30年。

LCC算定期間は，架け替えが発生するためRC・PC

橋，鋼橋を200年，ボックスカルバートを300年と設定。

ボックスカルバート架け替え，橋は健全度40で事後

保全。

シナリオ
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市町村の対応事例

白石町と多久市
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白石町の例

面積 99.46km²

総人口 24,880人 （推計人口、2012年7月1日）
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14.5m≦ι
26%

ι＜14.5m
74%

橋長による2区分

42橋

120橋
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ｔ＜30年
69%

ｔ＜50年
7%

ｔ＜40年
10%

ｔ＜10年
0%

ｔ＜20年
14%

50年≦ｔ
0%

橋梁年齢の分布
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BOX
33%

その他
0%

RC
0%

鋼橋
7%

PC
60%

構造形式の分布
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0%

14.5m≦ι＜
15m
12%

100m≦ι
7%

15m≦ι＜
25m
57%

25m≦ι＜
50m
12%

75m≦ι＜
100m
12%

橋長の分布（14.5m以上）
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多久市の例

面積 96.93km² （境界未定部分あり）

総人口 20,816人 （推計人口、2012年7月1日）
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ι＜14.5m
82%

14.5m≦ι
18%

橋長による2区分

51橋

232橋
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その他
0%

鋼橋
1%

BOX
10%

PC
39%

RC
50%

構造形式の分布
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ｔ＜10年
6%

50年≦ｔ
5%

ｔ＜50年
14%

ｔ＜40年
26%

ｔ＜30年
31%

ｔ＜20年
18%

橋梁年齢の分布
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50mι＜
75m
4%25m≦ι＜

50m
5%
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100m
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14.5m≦ι
＜25m
8%

100m≦ι
0%

10m≦ι＜
14.5m
14%

5m≦ι＜
10m
25%

2m≦ι＜
5m
44%

橋長の分布（全橋）
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まとめ
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平成11年度「国民意識調査」



110平成11年度「国民意識調査」
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■上水についても需要のピークに安全を見込んだ施設整備が行われて来ている。
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一般的に、自治体規模が大きくなるほど保有する資産も
多く､マネジメントの手法の導入効果が大きいと考えらる｡

規模が小さい自治体では基本的な考え方を外さなけれ
ば、自治体の状況にあわせた縮小版/改良版を導入すれ
ばよい（テーラーメイドテーラーメイドテーラーメイドテーラーメイド）。 サービス低下を伴う思い切った

ネガティブ戦略も選択肢ネガティブ戦略も選択肢ネガティブ戦略も選択肢ネガティブ戦略も選択肢となる。ただし，行政地区の将来
計画をにらんだ充分な住民説明が必要である。

記録の様式を統一しておけば広域展開が可能である。
また，先進事例は計画更新の参考になる。
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地方自治体に求められるマネジメント要因

コスト（LCC）縮減

・効率性経済性を追求
・点検・劣化予測に基づく
補修更新に要するライ

フサイクルコストの縮減

今後

プラス

納税者でありサービス享
受者である住民が感じる
満足度の維持向上。
豊かさのアウトカム（成果）

現状

説明の徹底による住民合
意を得る。住民の参加を促
進。

対処療法的対応から予防
保全的対応で要対策の対
象数減
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インフラの減量インフラの減量インフラの減量インフラの減量

計画は更新を前提に試
算して策定している。

サービス水準の引き下げサービス水準の引き下げサービス水準の引き下げサービス水準の引き下げ

人の集約（都市のコン
パクト化）

法改正（水道法や道路
法）が必要（サービス水
準の最低ラインが高めに
設定されている。

住民説明と合意形成が重要住民説明と合意形成が重要住民説明と合意形成が重要住民説明と合意形成が重要

ネガティブ対応は良くないのか？ネガティブ対応は良くないのか？ネガティブ対応は良くないのか？ネガティブ対応は良くないのか？
（公共サービスの削減）（公共サービスの削減）（公共サービスの削減）（公共サービスの削減）

住民の満足度の確保

国や県と同じ管理水準
で維持管理を行う必要
はない。
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有難うございました。有難うございました。有難うございました。有難うございました。

ご清聴ご清聴ご清聴ご清聴
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■ 安部 允：「実践 土木のｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ （やりくり）で防ぐ社会資本の荒廃」，日経ＢＰ，2006年8月

■ 宮本能久：「地方自治体におけるｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ構築に関する研究」，九州大学学位論文公聴会資料，2008年2月26日

■ 佐賀県交通政策部：「佐賀県橋梁長寿命化修繕計画の骨子」，第1回佐賀県橋梁長寿命化修繕計画検討委員会資料，2008年6

月4日

■ 佐賀県交通政策部：「佐賀県橋梁長寿命化修繕計画（15m以上）」，2009年
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